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OSPFに関する情報
OSPFは IPネットワーク専用の IGPで、IPサブネット化、および外部から取得したルーティ
ング情報のタグ付けをサポートしています。OSPFを使用するとパケット認証も可能になり、
パケットを送受信するときに IPマルチキャストが使用されます。シスコの実装では、RFC1253
の OSPF管理情報ベース（MIB）がサポートされています。

シスコの実装は、次の主要機能を含む OSPFバージョン 2仕様に準拠します。

•スタブエリアの定義がサポートされています。

•任意の IPルーティングプロトコルによって取得されたルートは、別の IPルーティング
プロトコルに再配信されます。つまり、ドメイン内レベルで、OSPFは EIGRPおよび RIP
によって取得したルートを取り込むことができます。OSPFルートを RIPに伝達すること
もできます。

•エリア内の隣接ルータ間でのプレーンテキスト認証およびMD5認証がサポートされてい
ます。

•設定可能なルーティングインターフェイスパラメータには、インターフェイス出力コス
ト、再送信インターバル、インターフェイス送信遅延、ルータプライオリティ、ルータの

デッドインターバルと helloインターバル、認証キーなどがあります。

•仮想リンクがサポートされています。

• RFC 1587に基づく Not-So-Stubby-Area（NSSA）がサポートされています。

通常、OSPFを使用するには、多くの内部ルータ、複数のエリアに接続されたAreaBorderRouter
（ABR;エリア境界ルータ）、および自律システム境界ルータ（ASBR）間で調整する必要があ
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ります。最小設定では、すべてのデフォルトパラメータ値、エリアに割り当てられたインター

フェイスが使用され、認証は行われません。環境をカスタマイズする場合は、すべてのルータ

の設定を調整する必要があります。

OSPF NSF
デバイスまたはスイッチスタックは2つのレベルのノンストップフォワーディング（NSF）を
サポートしています。

• OSPF NSF認識（2ページ）

• OSPF NSF対応（2ページ）

OSPF NSF認識

Network Advantageライセンスは IPv4の OSPF NSF認識をサポートしています。隣接ルータが
NSF対応である場合、レイヤ3デバイスでは、ルータに障害（クラッシュ）が発生してプライ
マリルートプロセッサ（RP）がバックアップRPによって引き継がれる間、または処理を中断
させずにソフトウェアアップグレードを行うためにプライマリ RPを手動でリロードしている
間、隣接ルータからパケットを転送し続けます。

この機能をディセーブルにできません。

OSPF NSF対応

Network Advantageライセンスでは、前のリリースでサポートされていた OSPFv2 NSF Cisco
フォーマットに加えて、OSPFv2NSF IETFフォーマットもサポートされます。この機能の詳細
については、『NSF—OSPF (RFC 3623 OSPF Graceful Restart)』を参照してください。

Network Advantageライセンスは、OSPF NSF対応ルーティングも IPv4に対してサポートし、
スタックのアクティブスイッチ変更後のコンバージェンス向上と、トラフィック損失低減を実

現します。OSPFNSF対応スタックでアクティブスイッチの切り替えが生じた場合、新しいア
クティブスイッチは自身のリンクステートデータベースをOSPFネイバーと再同期化するため
に、次の 2つの処理をする必要があります。

•ネイバー関係をリセットせずにネットワーク上の使用可能な OSPFネイバーを解放しま
す。

•ネットワークのリンクステートデータベースの内容を再取得します。

アクティブスイッチの切り替え後、新しいアクティブスイッチはネイバー NSF認識デバイス
にOSPFNSF信号を送信します。デバイスはこの信号を、スタックとのネイバー関係をリセッ
トしない指示として認識します。NSF対応アクティブスイッチは、ネットワーク上の他のルー
タから信号を受け取ると、自身のネイバーリストの再構築を開始します。

NSF対応アクティブスイッチはネイバー関係を再確立すると、自身のデータベースを NSF認
識ネイバーと再同期化し、OSPFネイバー間でルーティング情報を交換します。新しいアクティ
ブスイッチはこのルーティング情報を使用して、新しい情報を基に古いルートの削除、ルー
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ティング情報ベース（RIB）の更新、転送情報ベース（FIB）の更新を行います。これでOSPF
プロトコルは完全に収束します。

OSPFNSFでは、すべてのネイバーネットワークデバイスがNSF認識である必要があります。
ネットワークセグメント上に非 NSF認識ネイバーが検出された場合、NSF対応ルータはその
セグメントに対する NSF機能をディセーブルにします。すべてのデバイスが NSF認識または
NSF対応デバイスとなっているその他のネットワークセグメントでは、NSF対応機能が継続
して提供されます。

（注）

OSPF NSFルーティングを有効にするには、nsf OSPFルーティングコンフィギュレーション
コマンドを使用します。OSPF NSFルーティングが有効になっていることを確認するには、
show ip ospf特権 EXECコマンドを使用します。

詳細については、次の URLの『Cisco Nonstop Forwarding』を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ha/configuration/guide/ha-nonstp_fwdg.html

OSPFエリアパラメータ
複数のOSPFエリアパラメータを設定することもできます。設定できるパラメータには、エリ
ア、スタブエリア、および NSSAへの無許可アクセスをパスワードによって阻止する認証用
パラメータがあります。スタブエリアは、外部ルートの情報が送信されないエリアです。が、

代わりに、自律システム（AS）外の宛先に対するデフォルトの外部ルートが、ABRによって
生成されます。NSSAではコアからそのエリアへ向かうLSAの一部がフラッディングされませ
んが、再配信することによって、エリア内の AS外部ルートをインポートできます。

経路集約は、アドバタイズされたアドレスを、他のエリアでアドバタイズされる単一のサマ

リールートに統合することです。ネットワーク番号が連続する場合は、area rangeルータコ
ンフィギュレーションコマンドを使用し、範囲内のすべてのネットワークを対象とするサマ

リールートをアドバタイズするように ABRを設定できます。

その他の OSPFパラメータ
ルータコンフィギュレーションモードで、その他の OSPFパラメータを設定することもでき
ます。

•ルート集約：他のプロトコルからルートを再配信すると、各ルートは外部 LSA内で個別
にアドバタイズされます。OSPFリンクステートデータベースのサイズを小さくするには、
summary-addressルータコンフィギュレーションコマンドを使用し、指定されたネット
ワークアドレスおよびマスクに含まれる、再配信されたすべてのルートを単一のルータに

アドバタイズします。

•仮想リンク：OSPFでは、すべてのエリアがバックボーンエリアに接続されている必要が
あります。バックボーンが不連続である場合に仮想リンクを確立するには、2つの ABR
を仮想リンクのエンドポイントとして設定します。設定情報には、他の仮想エンドポイン
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ト（他の ABR）の ID、および 2つのルータに共通する非バックボーンリンク（通過エリ
ア）などがあります。仮想リンクをスタブエリアから設定できません。

•デフォルトルート：OSPFルーティングドメイン内へのルート再配信を設定すると、ルー
タは自動的に自律システム境界ルータ（ASBR）になります。ASBRを設定し、強制的に
OSPFルーティングドメインにデフォルトルートを生成できます。

•すべての OSPF show特権 EXECコマンドでの表示にドメインネームサーバー（DNS）名
を使用すると、ルータ IDやネイバー IDを指定して表示する場合に比べ、ルータを簡単に
特定できます。

•デフォルトメトリック：OSPFは、インターフェイスの帯域幅に従ってインターフェイス
のOSPFメトリックを計算します。メトリックは、帯域幅で分割された ref-bwとして計算
されます。ここでの refのデフォルト値は 10で、帯域幅（bw）はbandwidthインターフェ
イスコンフィギュレーションコマンドによって指定されます。大きな帯域幅を持つ複数

のリンクの場合は、大きな数値を指定し、これらのリンクのコストを区別できます。

•アドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報送信元の信頼性を表す数値で
す。0～ 255の整数を指定でき、値が大きいほど信頼性は低下します。アドミニストレー
ティブディスタンスが255の場合はルーティング情報の送信元をまったく信頼できないた
め、無視する必要があります。OSPFでは、エリア内のルート（エリア内）、別のエリア
へのルート（エリア間）、および再配信によって学習した別のルーティングドメインから

のルート（外部）の3つの異なるアドミニストレーティブディスタンスが使用されます。
どのアドミニストレーティブディスタンスの値でも変更できます。

•受動インターフェイス：イーサネット上の 2つのデバイス間のインターフェイスは 1つの
ネットワークセグメントしか表しません。このため、OSPFが送信側インターフェイスに
helloパケットを送信しないようにするには、送信側デバイスを受動インターフェイスに設
定する必要があります。両方のデバイスは受信側インターフェイス宛ての helloパケット
を使用することで、相互の識別を可能にします。

•ルート計算タイマー：OSPFがトポロジ変更を受信してから SPF計算を開始するまでの遅
延時間、および 2つの SPF計算の間のホールドタイムを設定できます。

•ネイバー変更ログ：OSPFネイバーステートが変更されたときにSyslogメッセージを送信
するようにルータを設定し、ルータの変更を詳細に表示できます。

LSAグループペーシング
OSPFLSAグループペーシング機能を使用すると、OSPFLSAをグループ化し、リフレッシュ、
チェックサム、エージング機能の同期を取って、ルータをより効率的に使用できるようになり

ます。デフォルトでこの機能はイネーブルとなっています。デフォルトのペーシングインター

バルは 4分間です。通常は、このパラメータを変更する必要はありません。最適なグループ
ペーシングインターバルは、ルータがリフレッシュ、チェックサム、エージングを行う LSA
数に反比例します。たとえば、データベース内に約10000個のLSAが格納されている場合は、
ペーシングインターバルを短くすると便利です。小さなデータベース（40～ 100 LSA）を使
用する場合は、ペーシングインターバルを長くし、10～ 20分に設定してください。

OSPFの設定
4

OSPFの設定

LSAグループペーシング



ループバックインターフェイス

OSPFは、インターフェイスに設定されている最大の IPアドレスをルータ IDとして使用しま
す。このインターフェイスがダウンした場合、または削除された場合、OSPFプロセスは新し
いルータ IDを再計算し、すべてのルーティング情報をそのルータのインターフェイスから再
送信します。ループバックインターフェイスが IPアドレスによって設定されている場合、他
のインターフェイスにより大きな IPアドレスがある場合でも、OSPFはこの IPアドレスをルー
タ IDとして使用します。ループバックインターフェイスに障害は発生しないため、安定性は
増大します。OSPFは他のインターフェイスよりもループバックインターフェイスを自動的に
優先し、すべてのループバックインターフェイスの中で最大の IPアドレスを選択します。

OSPFの設定方法

OSPFのデフォルト設定
表 1 : OSPFのデフォルト設定

デフォルト設定機能

コスト：

再送信インターバル：5秒

送信遅延：1秒

プライオリティ：1

helloインターバル：10秒

デッドインターバル：helloインターバルの 4倍

認証なし

パスワードの指定なし

MD5認証はディセーブル

インターフェイスパラメータ

認証タイプ：0（認証なし）

デフォルトコスト：1

範囲：ディセーブル

スタブ：スタブエリアは未定義

NSSA：NSSAエリアは未定義

エリア

100 Mb/s自動コスト

ディセーブル。イネーブルの場合、デフォルトのメトリック設定は 10で、外部
ルートタイプのデフォルトはタイプ 2です。

デフォルト情報送信元
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デフォルト設定機能

各ルーティングプロトコルに適切な、組み込みの自動メトリック変換デフォルトメトリック

dist1（エリア内のすべてのルート）：110。dist2（エリア間のすべてのルート）：
110。および dist3（他のルーティングドメインからのルート）：110。

距離 OSPF

ディセーブル。すべての発信 LSAがインターフェイスにフラッディングされま
す。

OSPFデータベースフィルタ

ディセーブル。IP OSPF名検索

イネーブル。隣接関係変更ログ

指定なしネイバー

ディセーブル。すべての発信 LSAはネイバーにフラッディングされます。ネイバーデータベースフィルタ

ディセーブル。ネットワークエリア

イネーブル。レイヤ 3スイッチでは、ハードウェアやソフトウェアの変更中に、
隣接する NSF対応ルータからのパケットを転送し続けることができます。

ノンストップフォワーディング

（NSF）認識

OSPFルーティングプロセスは未定義ルータ ID

ディセーブル。サマリーアドレス

240秒タイマーLSAグループのペーシン
グ

spf遅延：50ミリ秒、spfホールド時間：200ミリ秒タイマー Shortest Path First（SPF）

エリア IDまたはルータ IDは未定義

helloインターバル：10秒

再送信インターバル：5秒

送信遅延：1秒

デッドインターバル：40秒

認証キー：キーは未定義

メッセージダイジェストキー（MD5）：キーは未定義

仮想リンク

基本的な OSPFパラメータの設定
OSPFをイネーブルにするには、OSPFルーティングプロセスを作成し、そのルーティングプ
ロセスに関連付けられる IPアドレスの範囲を指定し、その範囲に関連付けられるエリア IDを
割り当てます。NetworkEssentialsイメージを実行するスイッチの場合は、CiscoOSPFv2NSF形
式または IETF OSPFv2 NSF形式のいずれかを設定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

デバイス# configure terminal

OSPFルーティングをイネーブルにし、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。プロセス

router ospf process-id

例：

ステップ 2

IDはローカルに割り当てられ、内部で使用される識
デバイス(config)# router ospf 15 別パラメータで、任意の正の整数を指定できます。

各OSPFルーティングプロセスには一意の値があり
ます。

OSPF for Routed Accessは、OSPFv2イン
スタンスとOSPFv3インスタンスをそれ
ぞれ1つずつと、最大1000のダイナミッ
クに学習されるルートをサポートしま

す。

（注）

（任意）OSPFでの Cisco NSF動作をイネーブルに
します。enforce globalキーワードを指定すると、非

nsf cisco [enforce global]

例：

ステップ 3

NSF認識のネイバーネットワーキングデバイスが
デバイス(config)# nsf cisco enforce global 検出されたときに NSF再起動がキャンセルされま

す。

ステップ 3またはステップ 4でコマンド
を入力し、ステップ 5に進みます。

（注）

（任意）OSPFでの IETFNSF動作をイネーブルにし
ます。restart-intervalキーワードでは、グレースフ

nsf ietf [ restart-interval seconds]

例：

ステップ 4

ルリスタート間隔の長さを秒単位で指定します。有

効な範囲は 1～ 1800です。デフォルトは 120です。デバイス(config)# nsf ietf restart-interval 60

ステップ 3またはステップ 4でコマンド
を入力し、ステップ 5に進みます。

（注）

OSPFが動作するインターフェイス、およびそのイ
ンターフェイスのエリア IDを定義します。単一の

network address wildcard-mask area area-id

例：

ステップ 5

コマンドにワイルドカードマスクを指定し、特定の

デバイス(config)# network 10.1.1.1 255.240.0.0 area
20

OSPFエリアに関連付けるインターフェイスを 1つ
または複数定義できます。エリア IDには 10進数ま
たは IPアドレスを指定できます。
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

デバイス(config)# end

入力を確認します。show ip protocols

例：

ステップ 7

デバイス# show ip protocols

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

デバイス# copy running-config startup-config

OSPFインターフェイスの設定
ip ospfインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用すると、インターフェイス
固有の OSPFパラメータを変更できます。これらのパラメータを変更する必要はありません
が、一部のインターフェイスパラメータ（helloインターバル、デッドインターバル、認証キー
など）については、接続されたネットワーク内のすべてのルータで統一性を維持する必要があ

ります。これらのパラメータを変更した場合は、ネットワーク内のすべてのルータの値も同様

に変更してください。

ip ospfインターフェイスコンフィギュレーションコマンドはすべてオプションです。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

デバイス# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するレイヤ3インターフェイスを指
定します。

interface interface-id

例：

デバイス(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 2

OSPFの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）インターフェイスでパケットを送信するコ

ストを明示的に指定します。

ip ospf cost

例：

ステップ 3

デバイス(config-if)# ip ospf 8

（任意）LSA送信間隔を秒数で指定します。指定
できる範囲は 1～ 65535秒です。デフォルト値は 5
秒です。

ip ospf retransmit-interval seconds

例：

デバイス(config-if)# ip ospf transmit-interval 10

ステップ 4

（任意）リンクステートアップデートパケットを

送信するまでの予測待機時間を秒数で設定します。

ip ospf transmit-delay seconds

例：

ステップ 5

指定できる範囲は1～65535秒です。デフォルト値
は 1秒です。デバイス(config-if)# ip ospf transmit-delay 2

（任意）ネットワークに対して、OSPFで指定され
たルータを検索するときに役立つプライオリティを

ip ospf priority number

例：

ステップ 6

設定します。有効な範囲は0～255です。デフォル
トは 1です。デバイス(config-if)# ip ospf priority 5

（任意）OSPFインターフェイスで helloパケット
の送信間隔を秒数で設定します。ネットワークのす

ip ospf hello-interval seconds

例：

ステップ 7

べてのノードで同じ値を指定する必要があります。

デバイス(config-if)# ip ospf hello-interval 12 指定できる範囲は1～65535秒です。デフォルトは
10秒です。

（任意）最後のデバイスで helloパケットが確認さ
れてから、OSPFルータがダウンしていることがネ

ip ospf dead-interval seconds

例：

ステップ 8

イバーによって宣言されるまでの時間を秒数で設定

デバイス(config-if)# ip ospf dead-interval 8 します。ネットワークのすべてのノードで同じ値を

指定する必要があります。指定できる範囲は 1～
65535秒です。デフォルト値は helloインターバル
の 4倍です。

（任意）隣接OSPFルータで使用されるパスワード
を割り当てます。パスワードには、キーボードから

ip ospf authentication-key key

例：

ステップ 9

入力した任意の文字列（最大8バイト長）を指定で
デバイス(config-if)# ip ospf authentication-key
password

きます。同じネットワーク上のすべての隣接ルータ

には、OSPF情報を交換するため、同じパスワード
を設定する必要があります。

（任意）MDS認証をイネーブルにします。ip ospf message digest-key keyid md5 key

例：

ステップ 10

• keyid：1～ 255の ID。

OSPFの設定
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目的コマンドまたはアクション

デバイス(config-if)# ip ospf message digest-key
16 md5 your1pass

• key：最大 16バイトの英数字パスワード

（任意）インターフェイスへの OSPF LSAパケッ
トのフラッディングを阻止します。デフォルトで

ip ospf database-filter all out

例：

ステップ 11

は、OSPFは、LSAが到着したインターフェイスを
デバイス(config-if)# ip ospf database-filter all
out

除き、同じエリア内のすべてのインターフェイスで

新しい LSAをフラッドします。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 12

デバイス(config)# end

OSPFに関連するインターフェイス情報を表示しま
す。

show ip ospf interface [interface-name]

例：

ステップ 13

デバイス# show ip ospf interface

ネイバースイッチの NSF認証ステータスを表示し
ます。出力には、次のいずれかが表示されます。

show ip ospf neighbor detail

例：

ステップ 14

• Options is 0x52
デバイス# show ip ospf neighbor detail

LLS Options is 0x1 (LR)

これらの行の両方が表示される場合、ネイバー

スイッチが NSF認識です。

• Options is 0x42：ネイバースイッチがNSF認識
でないことを示します。

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 15

デバイス# copy running-config startup-config

OSPFエリアパラメータの設定

始める前に

OSPF areaルータコンフィギュレーションコマンドはすべて任意です。（注）

OSPFの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

デバイス# configure terminal

OSPFルーティングをイネーブルにし、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router ospf process-id

例：

ステップ 2

デバイス(config)# router ospf 109

（任意）特定のエリアへの無許可アクセスに対し

て、パスワードベースの保護を可能にします。ID
area area-id authentication

例：

ステップ 3

には 10進数または IPアドレスのいずれかを指定で
きます。デバイス(config-router)# area 1 authentication

（任意）エリアに関してMD5認証を有効にしま
す。

area area-id authentication message-digest

例：

ステップ 4

デバイス(config-router)# area 1 authentication
message-digest

（任意）エリアをスタブエリアとして定義します。

no-summaryキーワードを指定すると、ABRはサマ
area area-id stub [no-summary]

例：

ステップ 5

リーリンクアドバタイズメントをスタブエリアに

送信できなくなります。デバイス(config-router)# area 1 stub

（任意）エリアを NSSAとして定義します。同じ
エリア内のすべてのルータは、エリアが NSSAで

area area-id nssa [no-redistribution]
[default-information-originate] [no-summary]

例：

ステップ 6

あることを認識する必要があります。次のキーワー

ドのいずれかを選択します。

デバイス(config-router)# area 1 nssa
default-information-originate • no-redistribution：ルータが NSSA ABRの場

合、redistributeコマンドを使用して、ルート
を NSSAエリアでなく通常のエリアに取り込
む場合に使用します。

• default-information-originate：LSAタイプ 7を
NSSAに取り込めるようにする場合に、ABR
で選択します。

• no-redistribution：サマリー LSAをNSSAに送
信しない場合に選択します。

OSPFの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）単一のルートをアドバタイズするアドレス

範囲を指定します。このコマンドは、ABRに対し
てだけ使用します。

area area-id range address mask

例：

デバイス(config-router)# area 1 range 255.240.0.0

ステップ 7

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

デバイス(config)# end

設定を確認するため、一般的なOSPFルーティング
プロセスまたは特定のプロセス IDに関する情報を
表示します。

show ip ospf [process-id]

例：

デバイス# show ip ospf

ステップ 9

特定のルータのOSPFデータベースに関連する情報
のリストを表示します。

show ip ospf [process-id [area-id]] database

例：

ステップ 10

デバイス# show ip osfp database

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

デバイス# copy running-config startup-config

その他の OSPFパラメータの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

デバイス# configure terminal

OSPFルーティングをイネーブルにし、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router ospf process-id

例：

ステップ 2

デバイス(config)# router ospf 10

OSPFの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）1つのサマリールートだけがアドバタイズ
されるように、再配信されたルートのアドレスおよ

び IPサブネットマスクを指定します。

summary-address address mask

例：

デバイス(config)# summary-address 10.1.1.1
255.255.255.0

ステップ 3

（任意）仮想リンクを確立し、パラメータを設定し

ます。

area area-id virtual-link router-id [hello-interval
seconds] [retransmit-interval seconds] [trans]
[[authentication-key key] | message-digest-key keyid
md5 key]]

ステップ 4

例：

デバイス(config)# area 2 virtual-link 192.168.255.1
hello-interval 5

（任意）強制的に OSPFルーティングドメインに
デフォルトルートを生成するように ASBRを設定
します。パラメータはすべて任意です。

default-information originate [always] [ metric
metric-value] [ metric-type type-value] [ route-map
map-name]

例：

ステップ 5

デバイス(config)# default-information originate
metric 100 metric-type 1

（任意）DNS名検索を設定します。デフォルトで
は無効になっています。

ip ospf name-lookup

例：

ステップ 6

デバイス(config)# ip ospf name-lookup

（任意）単一のルートをアドバタイズするアドレス

範囲を指定します。このコマンドは、ABRに対し
てだけ使用します。

ip auto-cost reference-bandwidth ref-bw

例：

デバイス(config)# ip auto-cost reference-bandwidth
5

ステップ 7

（任意）OSPFの距離の値を変更します。各タイプ
のルートのデフォルト距離は 110です。有効値は 1
～ 255です。

distance ospf {[ inter-area dist1] [ inter-area dist2] [
external dist3]}

例：

ステップ 8

デバイス(config)# distance ospf inter-area 150

（任意）指定されたインターフェイス経由の hello
パケットの送信を抑制します。

passive-interface type number

例：

ステップ 9

デバイス(config)# passive-interface gigabitethernet
1/0/6

OSPFの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ルート計算タイマーを設定します。timers throttle spf spf-delay spf-holdtime spf-wait

例：

ステップ 10

• spf-delay：SPF計算の変更を受信する間の遅
延。指定できる範囲は1～600000ミリ秒です。

デバイス(config)# timers throttle spf 200 100 100
• spf-holdtime：最初と 2番目の SPF計算の間の
遅延。指定できる範囲は 1～ 600000ミリ秒で
す。

• spf-wait：SPF計算の最大待機時間（ミリ秒）。
指定できる範囲は 1～ 600000ミリ秒です。

（任意）ネイバーステートが変更されたとき、

syslogメッセージを送信します。
ospf log-adj-changes

例：

ステップ 11

デバイス(config)# ospf log-adj-changes

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 12

デバイス(config)# end

特定のルータのOSPFデータベースに関連する情報
のリストを表示します。

show ip ospf [process-id [area-id]] database

例：

ステップ 13

デバイス# show ip ospf database

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 14

デバイス# copy running-config startup-config

LSAグループペーシングの変更

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

デバイス# configure terminal

OSPFの設定
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目的コマンドまたはアクション

OSPFルーティングをイネーブルにし、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router ospf process-id

例：

ステップ 2

デバイス(config)# router ospf 25

LSAのグループペーシングを変更します。timers lsa-group-pacing seconds

例：

ステップ 3

デバイス(config-router)# timers lsa-group-pacing
15

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

デバイス(config)# end

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 5

デバイス# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

デバイス# copy running-config startup-config

ループバックインターフェイスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

デバイス# configure terminal

ループバックインターフェイスを作成し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interface loopback 0

例：

デバイス(config)# interface loopback 0

ステップ 2

OSPFの設定
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目的コマンドまたはアクション

このインターフェイスに IPアドレスを割り当てま
す。

ip address address mask

例：

ステップ 3

デバイス(config-if)# ip address 10.1.1.5
255.255.240.0

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

デバイス(config)# end

入力を確認します。show ip interface

例：

ステップ 5

デバイス# show ip interface

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

デバイス# copy running-config startup-config

OSPFのモニタリング
IPルーティングテーブルの内容、キャッシュの内容、およびデータベースの内容など、特定
の統計情報を表示できます。

表 2 : IP OSPF統計情報の表示コマンド

OSPFルーティングプロセスに関する一般情報を表
示します。

show ip ospf [process-id]

OSPFデータベースに関連する情報のリストを表示
します。

show ip ospf [process-id] database [router] [link-state-id]

show ip ospf [process-id] database [router] [self-originate]

show ip ospf [process-id] database [router] [adv-router [ip-address]]

show ip ospf [process-id] database [network] [link-state-id]

show ip ospf [process-id] database [summary] [link-state-id]

show ip ospf [process-id] database [asbr-summary] [link-state-id]

show ip ospf [process-id] database [external] [link-state-id]

show ip ospf [process-id area-id] database [database-summary]

OSPFの設定
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内部の OSPFルーティング ABRおよび ASBRテー
ブルエントリを表示します。

show ip ospf border-routes

OSPFに関連するインターフェイス情報を表示しま
す。

show ip ospf interface [interface-name]

OSPFインターフェイスネイバー情報を表示しま
す。

show ip ospf neighbor [interface-name] [neighbor-id] detail

OSPFに関連する仮想リンク情報を表示します。show ip ospf virtual-links

OSPFの設定例

例：基本的な OSPFパラメータの設定
次に、OSPFルーティングプロセスを設定し、プロセス番号 109を割り当てる例を示します。

デバイス(config)# router ospf 109

デバイス(config-router)# network 131.108.0.0 255.255.255.0 area 24

OSPFの機能情報
表 3 : OSPFの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が導入されましたCisco IOS XE Everest 16.5.1aOSPF（Open Shortest Path
First）
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